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研究シーズの概要  

待ち行列理論を含む確率過程、確率的な最適化問題、オペレーションズ・リサーチに関連する研究テーマ 

研究シーズの詳細  

◆研究例◆  

 

確率過程、確率微分方程式はランダムに時間変動する現象を記述するうえで有用である。また、最適制御問題で

は、状態過程、制御過程、評価基準の 3要素が重要であり、状態過程、制御過程にランダムな変動が含まれる場合が

確率制御問題である。制御過程 𝑢(𝑡) が確率過程、状態過程  𝑋(𝑡) が制御過程を含む確率微分方程式 

𝑑𝑋(𝑡) = 𝑎(𝑡, 𝑋(𝑡), 𝑢(𝑡))𝑑𝑡 +  𝑏(𝑡, 𝑋(𝑡), 𝑢(𝑡))𝑑𝐵(𝑡) 

𝑋(0) = 𝑥 

で記述される確率過程、評価基準が状態過程と制御過程に依存する汎関数の期待値 

E[∫ 𝑓(𝑋(𝑡), 𝑢(𝑡))
𝑇

0

𝑑𝑡 + 𝑔(𝑋(𝑇))] 

である場合を考える。このとき、この期待値を最大（あるいは最小）にする制御過程 𝑢∗(𝑡)  と最適値関数 𝑉(𝑥)  を求め

る問題（連続制御問題）の研究を行っている。 

 

また、状態過程 𝑋(𝑡) を確率微分方程式 

𝑑𝑋(𝑡) = 𝑎(𝑡, 𝑋(𝑡))𝑑𝑡 +  𝑏(𝑡, 𝑋(𝑡))𝑑𝐵(𝑡)  

𝑋(0) = 𝑥 

で記述される確率過程、τ  を停止時刻とよばれる確率変数とする。評価基準が状態過程と停止時刻に依存する汎関

数の期待値 

E[∫ 𝑓(𝑋(𝑡))
𝜏

0

𝑑𝑡 + 𝑔(𝑋(𝜏))] 

である場合を考える。このとき、この期待値を最大（あるいは最小）にする停止時刻 𝜏∗  と最適値関数 𝑉(𝑥)  を求める

問題（最適停止問題）の研究を行っている。 

応用例・セールスポイント  

◆確率システム理論：不規則移動体の最適探索問題       

◆数理ファイナンス・金融工学：アメリカンオプションの価格評価 

上記の連続制御問題、最適停止問題の他に、待ち行列ネットワークや再生可能資源のストック管理などに応用例をも

つ特異制御問題、配当政策や資源ストックの利用・採取などに応用例をもつインパルス制御問題などの研究も行ってお

り、確率制御問題の基礎理論の提供が可能である。 
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          TEL:082-830-1764 ／ FAX:082-830-1555 ／ E-mail:ken-san@m.hiroshima-cu.ac.jp 
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